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第6巻第1章：山村の地形形成と土地利用

著者：長谷川裕彦（明治大・非）・佐々木明彦（国士舘大・非）

　日本は，国土の7割が山地からなる山国であり，同時に森林面積率66％を誇る森の国でもある．このような特性は，日本列島が現在も活発な地殻運動を受け続ける変動帯に位置し，しかも降水量の多い湿潤な気候地域に属することによって生じている．また，現在よりもずっと寒冷・乾燥な気候環境となった氷期（氷河期）には，地形形成帯・植生帯が1000m以上低下し，山岳地域では現在とは全く異なる地形形成作用（氷河作用や周氷河作用）が生じていた．そのため，東北日本の多くの山地では，氷期に形成された地形の上に，現在の環境下で形成された地形が累重して分布し，非常に複雑な地形景観が成立している．日本列島は，世界でも他に類例を見ないほど地形が複雑な場所なのである．

　ここでは，中部地方北部から東北地方にかけての山地地形の成り立ちとその特性について整理し，事例として長野・新潟県境を流下する中津川中流域，秋山郷周辺の地形発達史と土地利用との関係について紹介しよう．

1．東北日本の山地地形概略
1-1)島弧としての東北日本
　日本列島は，大陸プレート（ユーラシアプレートおよび北米プレート）と海洋プレート（太平洋プレートおよびフィリピン海プレート）がぶつかり合う，プレートの収束境界に位置している（図1）．ここでは，海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込み，プレート境界に沿って海溝が形成される．北米プレートと太平洋プレートがつくる海溝は，北から千島・カムチャツカ海溝，日本海溝，伊豆・小笠原海溝と続いていく．また，ユーラシアプレートとフィリピン海プレートがつくる海溝は南海トラフ，琉球海溝と続く．それらの海溝の大陸側には島が弧状に連なっている．このように海溝の大陸側に弧状に連なる島列は「島弧」とよばれる．日本列島は，千島弧，東北日本弧，伊豆・小笠原弧，西南日本弧，琉球弧の5つの島弧からなっており，地域としての東北地方および北信越地方は東北日本弧に包括される．

　東北日本弧では，島弧のほぼ中央から西側に火山が分布する．これは，北米プレートの下に沈み込む太平洋プレートが100〜150 kmの深度に達すると，地熱の上昇や摩擦熱の蓄積に伴ってマグマが発生し，その直上に火山が形成されるためである．海溝からみて最初の火山の列を「火山フロント」とよぶ．東北日本弧は，火山フロントを境にして，火山の分布しない太平洋側と火山の分布する大陸側とに分けられ，それぞれ外弧および内弧とよばれる．外弧では地層が緩やかに全体的に隆起するため，なだらかな起伏の山地が形成される．北上山地や阿武隈山地はその典型である．一方，内弧では波長の短い褶曲運動が卓越し，地層は多くの断層によって切断されている．このため，朝日・飯豊山地や越後・三国山地など，起伏の大きな山地がみられる．火山フロント以西では，こうした基本骨格に加えて火山が形成されている．現在の火山フロントは，奥羽山脈の主脈にほぼ一致し，内弧と外弧とを分ける脊梁として存在している．以上のように，島弧としてつくられてきた東北日本の山地は起源の異なる三列の山並みからなる（図2）．

1-2)三列の山並みの形成
　東北日本弧のなかで最も古い地層は，北上山地や阿武隈山地をつくる一部の地層であり，古生代初期の岩石からなる（図3）．この地層ができた頃の東北日本は，まだ島弧の体をなしておらず，ユーラシア大陸の一部として現在の沿海州付近にあった．しかも，それらの地層をつくる岩石は，深海底で形成された堆積岩や南半球起源のサンゴ化石が含まれる堆積岩であり，海洋プレートに載ってはるか南方より運ばれてきたものである．海洋プレートに載る堆積物は，プレート収束境界において，大陸プレート側に剥ぎ取られてその前面にとり残される．こうして積み重なった一連の堆積物は「付加体」とよばれる．古生代から中生代にかけて大陸東縁における付加体として形成された地層は，東北日本弧の基礎となった．さらに，これらの地層には地下深いところでのマグマ活動によって生成された花崗岩類が貫入した．そして，両者は新第三紀末までにゆっくりと隆起し，北上山地，阿武隈山地，朝日・飯豊山地，越後・三国山地をつくっていく．その過程で，隆起のとくに緩やかな時代が数回あり，同じ高さで広く侵食を受けて平坦化された侵食小起伏面が，北上山地や阿武隈山地，飯豊山地に2段ないし3段存在する．また，花崗岩類は侵食抵抗性が高いために標高の高い山稜部などに露出している．

　新第三紀はじめになると，プレートの運動に変化が生じて大陸東縁部が切り離されて東に移動し，島弧としての日本列島がつくられ始めた．同時に日本海が形成された．ただし，この頃の東北日本弧では，北上山地や阿武隈山地，朝日・飯豊山地，越後・三国山地が「日本海に浮かぶ島」として存在していたにすぎず，まだ現在の東北日本弧のかたちにはほど遠い状況であった．

　日本海の拡大にともない，その海底には海底火山の噴出物や陸から掃き出された泥や砂などが堆積した．これらの堆積物は，その後の変質を受けて緑色を呈することが多いため，グリーンタフと総称されることがある．これらの一連の地層は，その後の褶曲によって隆起し，奥羽山脈の基礎となったほか，最も西寄りの出羽山地や，朝日山地から越後山地へつづく大起伏山地縁辺の丘陵地をつくっている．後に延べる秋山郷周辺の基盤となっている地層もこの時代に形成されたものである．第三紀末以降，奥羽山脈ではこれらの基礎の上に火山が形成され，脊梁山脈としてのかたちが整っていく．一方，脊梁山脈より西側の出羽山地や大起伏山地縁辺の丘陵地は，奥羽山脈の隆起より少し遅れて第四紀のはじめから褶曲を受けて急速に隆起した。これらの山地および丘陵地は，火山噴出物を含む未固結の堆積岩からなるため侵食を受けやすく，標高が低いにもかかわらず深い谷に刻まれている．また，出羽山地や大起伏山地縁辺の丘陵地がかたちづくられる以前から「日本海に浮かぶ島」として存在していた朝日・飯豊山地および越後・三国山地は，この新第三紀末期以降の地殻変動によってさらに隆起し，高度を高めた（図3）．

　1-3)東北日本の山地地形の概要
　起源の異なる3列の山並みからなる東北日本弧の山地は，それぞれが気候環境を反映した異なる侵食作用を受けてきたため，多様な地形景観をみせている．以下では，冬季の気候の違いを例に東北日本の山地をみてみよう．

　シベリアから日本海上空を越えてくる冬季の季節風は，日本海側から一列目の山地に多量の降雪をもたらす．これに対して太平洋側の山地では，奥羽山脈までに雪をほぼ落として乾燥した季節風が吹走するため降雪量は少ない（図4）．積雪環境の違いは，東北日本弧の脊梁である奥羽山脈が冬季季節風に対して障壁となるから生じるのであり，島弧の骨格が局地的な気候の違いをも生み出している例のひとつである．積雪量の多い日本海側山地では，積雪は冬季季節風が稜線を越す際に風上側から吹き払われ，風下側に吹き溜まる．こうして，冬季季節風の風下側稜線直下には大きな雪庇が形成され，場合によっては積雪が谷頭部を厚く埋める．雪庇は，成長して自重を支えられなくなると崩落し，雪崩となって斜面を滑り落ちていく．雪崩は，積雪層内にすべり面がつくられて滑り落ちる「表層雪崩」と，地表面がすべり面となって積雪層全体が滑り落ちる「全層雪崩」とに分けられる．とくに，全層雪崩は樹木を根こそぎにするばかりでなく，地表をも侵食して岩盤をつるつるに磨きあげる．全層雪崩は同じ場所で毎年のように繰り返し発生するので，そこには雨樋を斜面に立て掛けたような形のアバランチ・シュート（雪崩道）とよばれる独特の地形がつくられる．越後山地や只見地域においてアバランチ・シュートの分布特性を調べた下川（1980）は，斜面傾斜が35°〜50°で，新第三紀の堆積岩や流紋岩の分布域でアバランチ・シュートの分布密度がとくに高いことを明らかにした．起伏量が大きく斜面が急であることや柔らかい地質からなる内弧の地体構造に多雪環境が加わることでアバランチ・シュートの発達が際だつ結果となったといえる．

　また，地すべりが数多く分布することも内弧の山地の特徴である（図5）．地すべりは，山地や丘陵地などで斜面を構成する物質が重力によって斜面下方に移動する現象であり，地質構造などの素因に対して地すべり発生の引き金となる誘因が閾値を超えたときに発生する．内弧の山地や丘陵地をつくる未固結の堆積岩は，褶曲によって地層が傾斜し，地層の傾斜と斜面の傾斜が同調する「流れ盤構造」となっているため，地層境界に沿って地すべりを起こしやすい．とくに，奥羽山脈の高所は隆起軸と一致している部分が多く，長大な斜面が流れ盤構造となっているため，大規模な地すべり地形が発達する．また，これらの地層は水を含むととくに脆くなるため，地すべりの素因として重要な地質であり，この地域で生じる地すべりはとくに「第三紀層すべり」といわれる．この地域では，大量の積雪が春季の融雪時に地下水位を上昇させるため，これが地すべり発生の引き金になりやすい．このように，内弧の山地や丘陵地では，地質条件に多雪という気候条件が加わって，地すべりの発生が集中しているといえる．

　一方，太平洋側山地では，内弧の山地でみられるような積雪の作用による地形形成はほとんどみられない．逆に，冬季に積雪が少ないことで地表面が寒冷な大気の影響を受けやすく，岩の割れ目や土壌中に存在する水分が凍結・融解を繰り返すことによって生じる周氷河作用が卓越する．周氷河作用で生じる物質移動は，凸部を削って凹部を埋めるように働くため，水平方向の起伏が小さいなだらかな斜面をつくる．現在，内弧の山地では標高1500mよりも高い山稜部でしか周氷河作用が生じていないが，本州で最も寒冷でしかも積雪量の少ない北上山地では，標高1000 m程度の侵食小起伏面においても周氷河作用が発現する．北上山地では，このような周氷河作用が少なくとも10万年は続いており，最終氷期には山麓部を含む山地全体に現在よりも強烈な周氷河作用が働いていたことがわかっている（檜垣1987，澤口1984，西城1993）．外弧の緩やかな隆起によってつくられた北上山地のなだらかな山稜は，周氷河作用によってさらに丸みを帯びた山稜となった．

2．秋山郷周辺の地形発達史
2-1）中津川流域の地形・地質の概略
　長野・新潟県境に位置する秋山郷は，信濃川支流の中津川中流域に点在する集落群からなる．中津川は，志賀高原から野反湖に到る山稜部を源流とする河川で，下流域（信濃川右岸）には，中津川の扇状地が侵食されて形成された顕著な河成段丘群が分布する．この段丘群は，平坦な段丘面の連続性が良く，区分される段丘面の数も多いことから，地形学者の間では全国的に有名なものである．そのため，信濃川との合流点を中心に発達した津南町は，「日本一の段丘の町」を名乗っているほどである．一方，扇頂（扇状地の上流端）から上流では，中津川は深く険しいＶ字谷となっている．ここでは，中津川の扇頂から秋山郷の最奥に位置する切明までの区間を中津川中流域と呼ぶこととしよう．

　中津川中流域の右岸側には苗場山（標高2145 m），左岸側には鳥甲山（標高2037 m）の二つの名峰が屹立している．図6は中津川中・下流域の地質図である．苗場山・鳥甲山は，ともに第四紀に噴火した火山で，最後に噴火した時期は苗場山が30万年前ころ，鳥甲山が70万年前ころと考えられている（島津・立石，1993）．古い時代に噴火を終了した鳥甲山は，すでに火山の原形が失われるほど侵食され，鋭い岩峰となっている．一方，苗場山では，溶岩が流れて形成されたなだらかな地形面（火山原面）が高原状の山頂部と中津川下流域の扇状地周辺に広く残されている．扇状地周辺では，苗場火山から流出した溶岩流が中津川の左岸側にも分布し，現在の中津川は，溶岩流の原面から250m以上，谷底を掘り込んでいる．このことから，30万年前より古い時代に，苗場山から流出した溶岩によって中津川が一度埋め立てられ，その後，現在の位置に中津川が峡谷を掘り込んだことがわかる．

　中津川中流域の谷壁斜面は，大部分が鳥甲火山と苗場火山の噴出物（溶岩・火山砕屑岩など）からなっている．しかし，谷底部には，両火山の土台となっているより古い時代の岩石が露出している．それらは，千数百万年前から百数十万年前の間に浅い海底や陸上に堆積した火山岩類・堆積岩類である（島津・立石，1993；島津・関沢，2003）．

　中津川流域は，日本海側多雪地域の中でも特に積雪量の多い豪雪地帯として知られている．地質は第三紀から第四紀にかけての堆積岩類・火山岩類からなり，前述した地すべり密集地帯に特有の気候・地質条件を備えている．そのため，中津川中流域は典型的な地すべり密集地帯となっており，急峻な地すべり滑落崖には雪崩に磨かれたアバランチ・シュートが発達している．

2-2）中津川下流域の河成段丘
　河成段丘は，平坦な段丘面と急峻な段丘崖の組み合わせからなる階段状の地形である．段丘面はかつての河原が侵食から取り残された地形で，地殻変動や河川流量が比較的安定した時期に河川の側方への侵食によって形成される場合と，河川流量の減少や上流からの土砂供給量の増加に伴って谷底が埋積されて形成される場合がある．前者のように河川の側方侵食に伴って段丘面が形成されたものを侵食段丘（岩石段丘），後者のように堆積作用に伴って段丘面が形成されたものを堆積段丘（砂礫段丘）とよぶ．一方，段丘崖は，地盤の隆起や河川流量の増加，土砂供給量の減少に伴って，河川の下方侵食が生じることによって形成される．複数の段丘面が分布する場合，より上位に位置する（現在の河床からより高い位置に分布する）段丘面ほど，古い時代に形成された地形である．また，寒冷・乾燥化の進んだ氷期に河谷が埋積され，その後の温暖化・湿潤化に伴って堆積段丘が形成される場合がある．このように気候変動に伴って形成された堆積段丘は気候段丘とよばれ，東北日本の多くの河川でその分布が確認されている（豊島，1994）．

　中津川では，標高330m付近を扇頂として，それより下流に段丘化した扇状地が分布する（図7）．段丘面は，上位のものから順に（古い地形から順に）谷上面・米原I面・米原II面・卯ノ木面・朴ノ木坂面・貝坂I面・貝坂II面・正面面・大割野I面・大割野II面の10面に区分されている．それぞれの段丘面の形成時代は，段丘面上に堆積する火山灰層の研究から，谷上面：30万年前以前，米原I・II面：16万年前以前，卯ノ木面：15万〜16万年前，朴ノ木坂面：11万〜14万年前，貝坂I面：10万年前ころ，貝坂II面：6万〜7万年前，正面面：3万年前ころ，大割野I面：2万年前ころ，大割野II面：完新世（1万年前以降）であることが分かっている（新潟火山灰グループ，1981；渡辺，2000）．なお，図7には扇頂付近で認められる7面の段丘面の分布状況を示した．

2-3）中津川中流域の地すべり地形
　図8は，中津川中流域における主要な地形の分布を示した地形学図である．ひとめ見て分かるように，中津川中流域の大部分は地すべり地形によって占められている．空中写真の判読と現地調査の結果から，これらの地すべり地形は形成期の異なる3群の地形グループ（古期，新期，最新期）に区分できた（図9）．最新期地すべり地形は，急峻で凹凸の少ない滑らかな滑落崖と，明瞭なリッジを伴う地すべりブロックからなる（図9-B）．それに対して新期地すべり地形では，滑落崖が大小の谷に刻まれるのと同時に，地すべりブロック内のリッジが侵食され丸みを帯びている（図9-C）．古期地すべり地形は，滑落崖の侵食（変形）が進んで傾斜が緩くなり，地すべりブロックも凸部が削られ凹部が埋め立てられた結果，全体的に滑らかになっている（図9-D）．

　図10は，中津川の河床縦断面図に地すべり地形と河成段丘の垂直分布をプロットしたものである．この図から，（1）古期地すべり地形は現在の河床からかなり高い位置に分布すること，（2）新期地すべり地形は古期地すべり地形の下部を削り込んで形成されていること，（3）最新期地すべり地形は，規模の大きな2例（笹葉峰地すべり・エラクボ平地すべり：図8・図10）を除いて，新期地すべり地形の下部を削り込んで形成されていること，が読み取れるであろう．

　これらのことから，中津川中流域に分布する地すべり地形は，苗場火山の溶岩に埋め立てられて以降，中津川の下方侵食に伴って谷壁斜面が徐々に不安定化し，古期・新期・最新期の順に形成されてきたことが明らかである．

2-4）中津川中流域の河成段丘
　中津川下流域は日本を代表する河成段丘の分布地域として知られるが，中流域では一変してその分布は非常に乏しいものとなる（図8・図10）．これは，もともと中流域で河成段丘が形成されなかった訳では無く，谷幅の狭いＶ字谷であるためにその後の河川の下方侵食に伴って段丘面が侵食されてしまったことと，河成段丘形成後に谷壁斜面で地すべりが発生したためであると考えられる．しかし，断片的ではあるものの，小赤沢・大赤沢周辺には数段の河成段丘が分布しており，これらの段丘群と下流域に分布する段丘群との形成期を対比することが，中流域の地形発達史を明らかにするうえで非常に重要な研究テーマとなった．ここでは，小赤沢集落の立地する段丘面を小赤沢面，大赤沢集落の立地する段丘面を大赤沢面と呼ぶこととする．小赤沢面・大赤沢面は，それぞれ中津川支流の小赤沢川・硫黄川が本流に合流する場所にできた扇状地性の段丘面である．

　図11-Dは，大赤沢付近における中津川の横断面を示したものである．国道405号線が長野・新潟県境の硫黄川を渡る付近では，大赤沢面を構成する厚さ40mの礫層が確認できる（a地点：図11-D）．また，大赤沢集落から硫黄川の蛇淵の滝に下る遊歩道沿いでも厚さ20mの礫層が認められた（b地点：図11-D）．侵食段丘を構成する礫層の厚さが10m以上になることは珍しいことから，大赤沢面は堆積段丘として形成されたものであると判断された．

　さらに段丘礫層とその下位の基盤地形との境界を追うと，蛇淵の滝付近では中津川に向かって基盤高度が高くなっている．このことから，大赤沢面が形成される前の中津川の河床は，現在よりもずっと東側の蛇淵の滝と大赤沢集落との中間付近に位置していたこと（図11-A），大赤沢面の形成時には中津川の河床も上昇したが，硫黄川の扇状地（大赤沢面）に押されて中津川は西側に押しやられていたこと（図11-B），その後の下方侵食が河床の一番西側から生じて（図11-C）現在の峡谷が掘り込まれたこと（図11-D），が明らかとなった．このようにして本来の谷の谷壁斜面に新たな谷が掘り込まれる現象を谷側積載，掘り込まれた新しい谷を積載谷と呼ぶ．すなわち，大赤沢付近の中津川では，大赤沢面形成後に谷側積載が生じ，積載谷として現在の中津川峡谷が形成された．

　さて，問題の河成段丘の対比を行うために，我々は段丘面上に堆積する火山灰層を探し回った．しかし，段丘面上は集落・水田・畑地として利用されており，段丘面形成後に堆積したはずの火山灰層は撹乱され，なかなか見いだすことができなかった．ほぼ諦めかけたころ，段丘面の一番下流端のスギ植林地の中で，ついに鍵となる火山灰層を発見することができた．それは，約1.5万年前に浅間山から噴出した浅間草津火山灰（As-K）と約2.9万年前にはるか遠方の鹿児島県姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰（AT）であった．これにより，大赤沢面は下流域の正面面（約3万年前）に対比されることが確実となった．

　約3万年前は，最終氷期後半の亜氷期中の寒冷期にあたり，日本アルプスでは氷河が拡大し（長谷川，1992），周辺河川では気候段丘が形成されたこと（町田・新井，2003）が明らかとなってる．したがって，大赤沢面は気候の寒冷化と乾燥化に伴って形成された気候段丘であると判断される．

　小赤沢面についても同様に調査を進めたが，残念ながら今のところその形成期を示すデータは得られていない．しかし，段丘面の分布高度から見て，大割野I面（約2万年前）に対比される可能性が高いのではないかと考えている．

2-5）中津川中流域の地形発達史
　ここまでに延べたように，中津川中流域には地すべり地形が密集して分布し，その形成期は古期・新期・最新期の３期に区分された．また，中流域に分布する河成段丘のうち，大赤沢面は下流の正面面に対比されることが明らかとなった．図10には，下流域に分布する米原II面・貝坂面・正面面の上流側に，中流域の現在の河床断面を代用して，それぞれの時期の推定河床断面の位置を示した．これは少々乱暴な方法ではあるが，正面面から伸びる断面線と大赤沢面との位置関係に矛盾が認められないことから，大枠としては間違っていないものと考えられる．地すべり地形の主たる形成期は，河川の下方侵食によって谷が深く掘り込まれ，谷壁斜面が不安定化する時期に一致する可能性が高い．したがって，図10から，以下のような地形発達史を読み取ることができよう．

（1）古期地すべり地形の分布下限高度は，米原II面分布高度にほぼ一致する．したがって，古期地すべり地形の最終的な移動時期は米原II面形成後の河川の下方侵食期に一致する可能性が指摘できる．

（2）新期地すべり地形の分布下限高度は，その多くが貝坂面分布高度に一致し，一部が正面面分布高度に一致している．したがって，新期地すべり地形の主たる形成期は，貝坂面形成後の下方侵食期から正面面形成後の下方侵食期の間であると考えられる．

（3）最新期地すべり地形の分布下限高度は，ほぼ現河床付近にある．したがって，最新期地すべり地形の主たる形成期は，完新世であると考えられる．

　以上のことから，中流域に分布する地すべり地形の主たる形成時期は，古期：最終間氷期（12万年前ころ）以前，新期：10万年前以降の最終氷期中，最新期：1万年前以降の完新世であると考えられよう．

3．山村の地形形成と集落立地・土地利用

　秋山郷の各集落の立地環境，特に地形との関係をみてみると，すべての集落が緩傾斜な河成段丘面上および地すべりブロック上に立地し，後者の場合，例外なく地すべりブロックの下端付近に立地していることが分かる（図8・10）．
　そもそも斜面に家屋を建てる場合，急傾斜地に比べて緩傾斜地の方が様々な点で安定した条件を得られることは明白である．しかも，秋山郷のような豪雪地帯では，以下のような理由が付随することとなる．斜面上の積雪は，重力によって斜面下方へゆっくりと移動する．その移動量は，一冬のうちに数十cmから数mにもおよぶ．この積雪の移動に伴って，斜面上に存在する障害物には大きな圧力（積雪の移動雪圧）がかかることとなる．そのため，多雪山地の斜面に生育する樹木は，みな根本から大きく湾曲し，「根曲がり」と呼ばれる樹木形態を取っている．したがって，豪雪地帯では，移動雪圧によって家屋が破損されないよう，少しでも傾斜の緩い場所に家を建てることが重要となるのである．
　地すべりブロックの下端付近に集落が立地する第一の理由は，地すべりブロック上方に比べ，下端付近の方がより緩傾斜な土地が広く分布するためである．同時に，斜面上方の滑落崖から発生する雪崩に対しても，より安全な場所となる．また，地すべりブロックの下端付近は，谷に向かって突出した凸部となるため，狭い谷の中では最も陽当たりの良い場所となることも重要であろう．

　集落周辺の土地利用をみると，地すべりブロックの中でも特に緩傾斜な場所や段丘面上は主に水田として，傾斜地は主に畑地として利用され，その外側にはスギ植林地が広がる．秋山郷で水田耕作がおこなわれるようになったのは，この100年あまりの間のことであり，現在の水田や集落周辺にみられるスギ植林地の多くは，かつては焼畑耕作地として利用されていた（田口，1999）．田口（1999）は，小赤沢をモデルとして水田耕作導入以前の集落を中心とした同心円状の土地利用パターンを復元したが，それによると集落，耕地，焼畑地，共有林（里山），奥山の順に配列し，共有林と奥山の境界は，現在の民有林と国有林の境界にほぼ一致する（田口，私信）という．この境界線は，苗場山の山頂部に広がる火山原面から切れ落ちる古期地すべり地形の急峻で長大な滑落崖と緩傾斜な地すべりブロックとの境界線（図8参照），すなわち中津川の谷の中で一番顕著な傾斜の遷緩線（急斜面とその下方のより緩傾斜な斜面が接する線）にほぼ一致している．

　以上のように，急峻な山岳地であり且つ豪雪の地である秋山郷で生きてきた人々は，地すべり地形や河成段丘といった地形条件をうまく利用して生活してきた．しかし，これは秋山郷だけに認められる特別な事例ではない．たとえば，マタギ集落の点在する山形県小国盆地周辺地域では，谷底平野や段丘面上に集落・農耕地が立地し，その周辺の地すべり地形の密集する小起伏山地は里山（過去には焼畑地や薪炭林，現在は植林地や山菜畑）として，雪崩斜面の密集する小起伏山地と飯豊・朝日連峰のような大起伏山地は奥山（狩猟・採集の場）としてうまく使い分けられてきた（長谷川，2004）．すなわち，秋山郷で認められるような山岳地形を巧みに利用する技術や文化は，日本海側多雪山地に立地する山村に共通して認められる基本的な特徴であると考えられよう．
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図表・写真キャプション（長谷川・佐々木）

図1　日本列島付近の島弧-海溝系

　貝塚（1972）を簡略化．

図2　東北日本の山地概観

　小疇（1991）を簡略化．

図3　東北日本弧の形成史

図4　積雪分布と積雪の作用による地形の分布

地形の分布は米倉ほか編（2001）にもとづく．平均最大積雪深の等値線は村松（1990）を簡略化して作成した．火山の名称は図2を参照．

図5　東北日本における地すべりの分布

地すべりの分布は藤原ほか（2004）にもとづく．

図6　中津川中・下流域の地質
島津・立石（1993），島津・関沢（2003）を簡略化．
図 7　中津川扇頂付近に分布する河成段丘の模式断面図
Ta：谷上面　Ma2：米原 II 面　Ho：朴ノ木坂面
Ka：貝坂面　Sh：正面面　Oh1：大割野 I 面
Oh2：大割野 II 面
図8　中津川中流域の地形学図
図9　中津川中流域に分布する地すべり地形の模式図
　A：原地形　B：地すべりの発生（最新期），C：滑落崖，地すべりブロックの侵食と凹地への土砂の堆積（新期），D：さらなる侵食・堆積作用の継続（古期）
破線は一つ前の段階の地形を示す．
図10　中津川中・下流域右岸に分布する河成段丘・地すべり地形の垂直分布
図11　大赤沢面形成前後の地形発達を示す模式断面図

Fig1.[image: image1.jpg]@ st GREET000m Bl E)
-- Rluzark
—~ TL—rER

® FEI

@ HEILB A
@ FE-/INERI
@ PR E AR
® BREKIN

> o
L bl PO

KEFTL—F

® 7
. o - ,{%‘
7 e

TJNEVETL—F N

) (I) | 1 O(I)O km





Fig2.[image: image2.jpg]@ SAEMEEY ENBLESIC
R L=

@ WifEZ CLE RIS ‘
J:o’CKéﬁ_L,tlJ.lﬂt R

N





Fig3.[image: image3.jpg]MBFEARXD | &H>T) B oEAR DA AN
T Ops 5. 75 2. AT 065!
T KIERGEIE 15 M MO R T
IE’( A |\ (At Bl E R, FEIRILhACER 2 -8 H Ltth, #E-=E Ut —E4%459)
EEEEOEA
(AT EEFRILI M AOBE 22 - 80 B L, 35 & K
B -=ELtOEER, :ItJ:lJ.Iiﬂq)—%Bé’—fJﬂ')
DA A A
F',-}-T- by / \ I\—h—: Vaxan
AFB=4C HB=%C ST STt
FEXTEE, (5 6500 2400 1500 1000 500 170 1
- >
bt E-MEELOLEEBNAERE (Whotsoma)
it b - RELOB B /INERTEDOH R
ARG EDKENSDIELEBRBOTEX >
) A5 B0 (BIDRA)
EBAARY —— e e >
RATEI O KILEEIDE KL B R LR O P
(FEEMSBEA~NZEIL) - - - - >
B2 IR0 K LE B O E S AL
- - — . >
BAE-BREE, M- = EILiho 2 E g

T T 1L O PR >
-- =

B RO
! ! | !





Fig4[image: image4.jpg]® FPNSVUF-Ya-—-h @

D SIT BREH
5N DL

n— TR ARG

A FRKNW

’ A 100 km




Fig5.[image: image5.jpg]HH=HcD
ERE DD

y=Ric) e *—

\\\\

100 km




Fig6.[image: image6.jpg]0 L9 009 0 P9 009 0 OO OO
ooooooooooo.....w._.:uo
OOOOOO..MOOO o

o o o

o © oY 0 45 O OFH%UAOO +Huo
©C 90 000 ©9%90 000 O YD o o o o

O%mmu ©0pg—aoo d

®

B - B (2003) ZfHIS(E.

R RO

B

A (1993) ,

By - 31




Fig7.[image: image7.jpg]m a.s.l.

500

400

300

7 FEIRBRIRTI 0 DI BB . ORI H X
Ta: B bE Ma2:KEND/ Ho: /&K

Ka: B¥km Sh: E@E Ohl : KHEEF1mE

Oh2 : KREEP 1T I

500

400

300




Fig8.[image: image8.jpg]YUY Hi

HEE

ERIEHT Y

XY
A= R

- B 5

1





Fig9．[image: image9.jpg]A B

E

i

8 v fE

%?Nbfmvﬁ//

\

i
5
off

X8 T ROHIEOFEE KT AN
A FEHE Bl C#ill D
T —DORTOEEO I 2 kT .




Fig10.[image: image10.jpg]m asl

2000

1500

1000

500

[ "
] g
g £ I

| &

1L K LR
) sty ~y70y s
=K .50 VP Y
B mwmy~yrovs

— BRE@

0 £&

/
A
N - - 5
- il , 1 Y/ \ TRy
-
<

g NFRRI

10 15 20 25 km

10 =gl - FiREO# T XU Az SRR E




Fig11.[image: image11.jpg]KFRRE

e —

| C.ARRERABER

F11 ARFREAEOHFEFREZRTIRARER




22
1

